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日本経済は長期化するデフレ不況から一向に脱出できず、国際情勢も米英

のイラク攻撃に象徴されるように極めて緊迫したままで推移するなど、大変

厳しい状況が続いています。こうした環境に置かれているにもかかわらず、

サンフロント21懇話会は、お陰様で順調に歩みを重ね、多くの方々から高い

評価をいただいていることは、まさに会員の皆様方の地道な努力の賜物と感

謝申し上げる次第です。

懇話会の活動も８年目に入った14年度は、「伊豆ブランドの確立」を目指

して７月に伊豆地区分科会を開催しました。観光地の持つ目的を精神的癒し

として捉え、地域に根付いた歴史や文化を活用したり代替医療の拠点として

健康産業に取り組んだらどうかといった指摘が伊豆再生への道すじを示して

くれました。10月の東部地区分科会では、都市間競争がますます激化してい

く中で、70万政令指定都市を目指し30年後を見据えた議論が展開されました。

富士地区分科会は２月に開催、昨年物理学と化学の分野で二人の日本人がノ

ーベル賞を受賞したことから、改めて“モノづくり、人づくり”をテーマに

据え、空洞化が進む中での工業の町の生き残り策を模索しました。

懇話会の提言がきっかけで、昨年春からリニューアルスタートした伊豆地

域観光活性化協議会の観光情報サイト「新ゆうゆうネット伊豆」は、すこぶ

る好調で、アクセス件数は以前の10倍を超す勢いと聞いております。22市町

村それぞれの特徴を盛り込んだ情報量の豊かさと鮮度が格段にアップしたこ

とが活況に結びついているものと見られ、これが現実の行楽や宿泊により一

層つながっていくことを期待しています。

また懇話会では、富士山麓ファルマバレー構想を推進するため、昨年末石

川知事に静岡がんセンター研究所の早期整備などを提言しましたが、ファル

マバレー構想は年度を跨いで、具体化に向けて動き出しています。構想はが

んセンター周辺はもとより、富士・富士宮地域の地場産業の在り方、さらに

は伊豆地域の観光の将来にもアクティブに波及してくる可能性を秘めており、

光り輝く東部地域を目指すサンフロント21懇話会と致しましては、ますます

果たすべき役割の比重が増してくると思っています。

懇話会の活動はいよいよ９年目に入ります。運営委員の皆様ならびに会員

の皆様方の一層のご支援を心よりお願い申し上げます。

サンフロント21懇話会運営委員長
羽野水産（株） 代表取締役社長
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